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O.L.R.発刊20年 に寄 せ て
石 田 久
昭和37年阪大大学院で英文学,英 語学を専攻する学生が研究誌Osα肋
LiteraryReviewを出 してか ら20年という時間が過 ぎた。五里霧 中なが ら,
何か始めねばならないとい う熱意 と焦燥感 と,そ して多少の自負心か らそ
れは生まれたのであろう。今第1号 の編集後記を見ると,同人の数は14名。
記憶 を頼 りに当時の学年分けをして見ると,博士課程3年1名,2年3名,
1年2名,修 士課程2年6名(含 論文提 出延期者1名),1年3名 となる。




第1号 は森,梅 垣両氏の編集 で,内 外印刷 で刷ってもらっている。何分
14名であるか ら,いかに名編集人 といえども財政難は必至。追加徴収 で何
とかや りくりしたものの,第2号 か らは,と ても出版社に頼むことはでき
ないという情勢であった。 しか し第1号 出版の反響は大きく,懇切な批評
や激励が多く寄せ られた。その感銘の中で同人たちは次号発行への決意を
新 たにしたのであった。第2号 の編集を引き受けた柏木氏 と私は,先 輩諸
氏の助言で,大 阪刑務所に印刷 を依頼 しに行 った。刑務所側は非常に好意
的で,費 用の安さもあって以後数号 はここで出して もらうことになった。
遠 くもあり,活字に制限もあったが,何 としても続刊 したいという熱意か






こうして大学院生は発表機関 を自らの手で創 り上げて行 き,そ れにつれ
て研究活動 も充実 した。それは阪大英文科が村上先生の御着任後 まもなく
毛利,山 川両先生 を得て拡充の途についたのと時期 を同じくしている。大











経た同人が 「卒業」 したことであろ う。 これも色々と論議のあったところ
で,結 局は うまく足並みがそろい,し か も次の代への引継 ぎを支障な く行
なうことができた。こうした若返 りは,無 限に同人の数が増えて,各 人の
関心が薄れ,名 目だけの同人になってしまった り,余 りにも年代が離れて
遠慮な く批評 し合える雰囲気がなくなったりすることを防 ぐ上 で必要なこ





整理 された ものを読むことは興味深いだけでな く,大変役に立つものであ
る。その点では私は大いに先輩諸氏に学ばせてもらった。い くつかの論文
を再三熟読 し,方法か らスタイルまで十分に検討 し,合評会や個人的な場
で話 を聞いた。更に,自 分の専門以外の分野についての知識 をこれ程直接
10σL.R.発 刊20年に寄せて
的旦つ有 意義 に得 られ る場 は少ないの ではなか ろ うか 。O.L.R.の現 在 の
同 人の皆 さんが,お 互 いに研鑚 を続け られ て,ひ とりひ と りが何か を獲得
してゆかれ るこ とを祈 りたい。それが またその まま同誌の発展 につ なが る
の であ る。
最後 に私 事 を語 らせ て もらえば,丁 度10年前に京都工 芸繊維大 か ら阪大
に移 り,再 び先生や先 輩 に混 って恵 まれ た 日々 を送 って います 。卒 業論文
で 『ハ ム レ ッ ト』 と 『スペ イ ンの悲劇』 を取 り上 げてか らず っ とエ リザベ
ス朝 の演劇 を読み 続け てお りますが,回 り道ばか りして いる感が 強 く,σ
L.R.発刊20年 とい う時間 の重 みが突然意識 にのぼ って うろたえてい るの
が現状 です。
